
 

 

 

平成 23年１月28日 

各 位 

会 社 名 東京日産コンピュータシステム株式会社

代表者名 代表取締役社長 齊 藤  学

(コード番号 3316 大証) 

問合せ先 経 理 部 長 赤 木 正 人

電話番号 0 3－ 5 4 6 6－ 5 5 3 0 (代 表 )  

 

（訂正）「平成 21年３月期 第２四半期決算短信」の一部訂正について 

 

当社は、平成 23 年１月 12 日付「第三者調査委員会調査報告書の調査報告と過年度決算の訂正概要のお

知らせ」において、過年度決算訂正につきまして、確定次第速やかに開示する旨、お知らせいたしました。 

このたび、その具体的な訂正内容が確定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

なお、訂正前と訂正後をそれぞれ記載し、訂正箇所には下線  を付して表示しております。 

 

記 

 

1. 訂正の経緯 

平成22年 12月 10日付「第三者調査委員会の設置に関するお知らせ」及び平成23年１月12日付「第

三者調査委員会調査報告書の調査報告と過年度決算の訂正概要のお知らせ」をご参照ください。 

 

2. 訂正を行う決算短信の概要 

決算期 平成21年３月期 第２四半期 

公表日 平成20年 10月 30日 

 

 

以 上 
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(百万円未満切捨て) 

 
(訂正前) 

(％表示は対前年同四半期増減率) 
  

 
  

 
  

(訂正後) 

(％表示は対前年同四半期増減率) 
  

 
  

 
  

 
(訂正前) 

  

 

 
  

(訂正後) 
  

 

平成21年３月期 第２四半期決算短信

1. 平成21年３月期第２四半期の連結業績（平成20年４月１日～平成20年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期第２四半期 5,003  ― 135 ― 138 ― 76 ― 

20年３月期第２四半期 4,484 10.1 117 42.8 121 1.9 △21 ― 

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円  銭 円  銭

21年３月期第２四半期 6,045.07 ―
20年３月期第２四半期 △1,690.30 ―

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期第２四半期 5,003  ― 133 ― 137 ― 75 ― 

20年３月期第２四半期 4,484 10.1 117 42.8 121 1.9 △21 ― 

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円  銭 円  銭

21年３月期第２四半期 5,974.47 ―
20年３月期第２四半期 △1,690.30 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円  銭

21年３月期第２四半期 3,199 1,521 47.6 120,730.15

 20年３月期 3,482 1,513 43.5 120,149.00

(参考) 自己資本 21年３月期第２四半期 1,521百万円 20年３月期 1,513百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円  銭

21年３月期第２四半期 3,067 1,389 45.3 110,301.35

 20年３月期 3,351 1,383 41.3 109,790.79

(参考) 自己資本 21年３月期第２四半期 1,389百万円 20年３月期 1,383百万円
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(訂正前) 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市

場の混乱、株安・円高基調や原油価格及び原材料価格の高騰などの影響により、不透明感が深まり、国内

景気は後退局面の色合いが強まる展開となってまいりました。 

当社グループの属するＩＴ業界におきましては、ＩＴベンダー間の激しい競争により、ＩＴ商品はより

低価格化が進み、ビジネス環境は依然厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況のもと、当社グループは「情報化ライフサイクルサポーター」として、技術の優位性、

業務の卓越性、顧客対応力を強化し、顧客にとってのベストソリューションを提供することにより、より

付加価値の高いビジネスを展開し、新規顧客の獲得と既存顧客との取引拡大を目指してまいりました。 

この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高5,003百万円、営業利益135

百万円、経常利益138百万円、四半期純利益76百万円となりました。 

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

① 情報システム関連事業 

情報システム関連事業は、競合先との激しい競争状態によるＩＴ商品の低価格化が進む中、新規顧

客の獲得と既存顧客との取引拡大を目指した営業活動により、大規模プロジェクトの受注を獲得し、

売上高は4,076百万円、営業利益につきましては136百万円となりました。 

② 人材派遣事業 

人材派遣事業は、新規登録者数の確保に重点を置き活動をしてまいりましたが、短期派遣の増加に

より売上高はなかなか伸張せず、また派遣スタッフ不足を反映し、コストが増加したことにより、売

上高は927百万円、営業損失につきましては１百万円となりました。 

  

(訂正後) 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市

場の混乱、株安・円高基調や原油価格及び原材料価格の高騰などの影響により、不透明感が深まり、国内

景気は後退局面の色合いが強まる展開となってまいりました。 

当社グループの属するＩＴ業界におきましては、ＩＴベンダー間の激しい競争により、ＩＴ商品はより

低価格化が進み、ビジネス環境は依然厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況のもと、当社グループは「情報化ライフサイクルサポーター」として、技術の優位性、

業務の卓越性、顧客対応力を強化し、顧客にとってのベストソリューションを提供することにより、より

付加価値の高いビジネスを展開し、新規顧客の獲得と既存顧客との取引拡大を目指してまいりました。 

この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高5,003百万円、営業利益133

百万円、経常利益137百万円、四半期純利益75百万円となりました。 

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

① 情報システム関連事業 

情報システム関連事業は、競合先との激しい競争状態によるＩＴ商品の低価格化が進む中、新規顧

客の獲得と既存顧客との取引拡大を目指した営業活動により、大規模プロジェクトの受注を獲得し、

売上高は4,076百万円、営業利益につきましては135百万円となりました。 

② 人材派遣事業 

人材派遣事業は、新規登録者数の確保に重点を置き活動をしてまいりましたが、短期派遣の増加に

より売上高はなかなか伸張せず、また派遣スタッフ不足を反映し、コストが増加したことにより、売

上高は927百万円、営業損失につきましては１百万円となりました。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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(訂正前) 

当第２四半期末の総資産は3,199百万円となり、前連結会計年度末に比べ283百万円減少しておりま

す。これは、主に受取手形及び売掛金が180百万円及び商品等のたな卸資産が153百万円減少したことに

よるものであります。負債については1,677百万円となり、前連結会計年度末に比べ290百万円減少して

おります。これは、主に買掛金が187百万円及び短期借入金が170百万減少したことによるものでありま

す。純資産については1,521百万円となり、前連結会計年度末に比べ７百万円増加しております。これ

は、主に四半期純利益76百万円計上しましたが、配当金の支払による減少63百万円があったため利益剰

余金が13百万円増加したことによるものであります。 

  

(訂正後) 

当第２四半期末の総資産は3,067百万円となり、前連結会計年度末に比べ283百万円減少しておりま

す。これは、主に受取手形及び売掛金が180百万円及び商品等のたな卸資産が153百万円減少したことに

よるものであります。負債については1,677百万円となり、前連結会計年度末に比べ290百万円減少して

おります。これは、主に買掛金が187百万円及び短期借入金が170百万減少したことによるものでありま

す。純資産については1,389百万円となり、前連結会計年度末に比べ６百万円増加しております。これ

は、主に四半期純利益75百万円計上しましたが、配当金の支払による減少63百万円があったため利益剰

余金が12百万円増加したことによるものであります。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産、負債及び純資産の状況
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(訂正前) 

5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部 

流動資産

現金及び預金 490,479 433,229

受取手形及び売掛金 1,800,269 1,980,967

商品 30,857 189,265

仕掛品 9,660 4,401

貯蔵品 120 62

その他 242,339 242,698

貸倒引当金 △2,721 △2,279

流動資産合計 2,571,004 2,848,345

固定資産

有形固定資産 98,598 105,724

無形固定資産

ソフトウエア 274,537 277,721

その他 235 250

無形固定資産合計 274,772 277,971

投資その他の資産

投資有価証券 109,318 119,346

その他 162,922 149,537

貸倒引当金 △17,600 △18,860

投資その他の資産合計 254,640 250,024

固定資産合計 628,012 633,719

資産合計 3,199,017 3,482,065

負債の部

流動負債

買掛金 805,892 993,799

短期借入金 － 170,000

未払費用 201,199 197,903

未払法人税等 79,626 24,956

前受金 184,354 193,102

賞与引当金 112,019 106,691

その他 57,930 57,370

流動負債合計 1,441,020 1,743,824

固定負債

退職給付引当金 190,986 182,244

役員退職慰労引当金 45,810 42,120

固定負債合計 236,796 224,364

負債合計 1,677,817 1,968,188

純資産の部

株主資本

資本金 867,740 867,740

資本剰余金 447,240 447,240

利益剰余金 220,550 207,382

株主資本合計 1,535,530 1,522,362

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △14,330 △8,484

評価・換算差額等合計 △14,330 △8,484

純資産合計 1,521,199 1,513,877

負債純資産合計 3,199,017 3,482,065
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(訂正後) 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部 

流動資産

現金及び預金 490,479 433,229

受取手形及び売掛金 1,800,269 1,980,967

商品 30,857 189,265

仕掛品 9,660 4,401

貯蔵品 120 62

その他 253,656 254,015

貸倒引当金 △2,721 △2,279

流動資産合計 2,582,321 2,859,662

固定資産

有形固定資産 98,598 105,724

無形固定資産

ソフトウエア 41,630 46,314

その他 235 250

無形固定資産合計 41,865 46,564

投資その他の資産

投資有価証券 109,318 119,346

その他 253,109 239,114

貸倒引当金 △17,600 △18,860

投資その他の資産合計 344,827 339,601

固定資産合計 485,292 491,889

資産合計 3,067,614 3,351,552

負債の部

流動負債

買掛金 805,892 993,799

短期借入金 － 170,000

未払費用 201,199 197,903

未払法人税等 79,626 24,956

前受金 184,354 193,102

賞与引当金 112,019 106,691

その他 57,930 57,370

流動負債合計 1,441,020 1,743,824

固定負債

退職給付引当金 190,986 182,244

役員退職慰労引当金 45,810 42,120

固定負債合計 236,796 224,364

負債合計 1,677,817 1,968,188

純資産の部

株主資本

資本金 867,740 867,740

資本剰余金 447,240 447,240

利益剰余金 89,147 76,868

株主資本合計 1,404,127 1,391,848

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △14,330 △8,484

評価・換算差額等合計 △14,330 △8,484

純資産合計 1,389,796 1,383,363

負債純資産合計 3,067,614 3,351,552
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(訂正前) 

(2)【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日)

売上高 5,003,299

売上原価 4,333,111

売上総利益 670,187

販売費及び一般管理費 534,764

営業利益 135,423

営業外収益

受取利息 915

受取配当金 1,920

保険配当金 970

その他 882

営業外収益合計 4,688

営業外費用

支払利息 1,226

その他 4

営業外費用合計 1,230

経常利益 138,881

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,260

特別利益合計 1,260

特別損失

固定資産除却損 276

投資有価証券評価損 166

特別損失合計 442

税金等調整前四半期純利益 139,698

法人税、住民税及び事業税 79,103

法人税等調整額 △15,572

法人税等合計 63,530

四半期純利益 76,167
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(訂正後) 

 
  

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日)

売上高 5,003,299

売上原価 4,333,111

売上総利益 670,187

販売費及び一般管理費 536,264

営業利益 133,923

営業外収益

受取利息 915

受取配当金 1,920

保険配当金 970

その他 882

営業外収益合計 4,688

営業外費用

支払利息 1,226

その他 4

営業外費用合計 1,230

経常利益 137,381

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,260

特別利益合計 1,260

特別損失

固定資産除却損 276

投資有価証券評価損 166

特別損失合計 442

税金等調整前四半期純利益 138,198

法人税、住民税及び事業税 79,103

法人税等調整額 △16,183

法人税等合計 62,920

四半期純利益 75,278
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(訂正前) 

 
  

(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 139,698

減価償却費 22,426

貸倒引当金の増減額（△は減少） △818

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,328

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,742

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,690

有形固定資産除却損 276

投資有価証券評価損益（△は益） 166

受取利息及び受取配当金 △2,835

支払利息 1,226

売上債権の増減額（△は増加） 173,209

たな卸資産の増減額（△は増加） 153,092

仕入債務の増減額（△は減少） △183,498

その他 7,040

小計 327,744

利息及び配当金の受取額 2,835

利息の支払額 △1,016

法人税等の支払額 △25,128

営業活動によるキャッシュ・フロー 304,435

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,132

無形固定資産の取得による支出 △3,504

その他 △818

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,454

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △170,000

配当金の支払額 △62,730

財務活動によるキャッシュ・フロー △232,730

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 57,250

現金及び現金同等物の期首残高 433,229

現金及び現金同等物の四半期末残高 490,479
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(訂正後) 

 
  

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 138,198

減価償却費 23,926

貸倒引当金の増減額（△は減少） △818

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,328

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,742

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,690

有形固定資産除却損 276

投資有価証券評価損益（△は益） 166

受取利息及び受取配当金 △2,835

支払利息 1,226

売上債権の増減額（△は増加） 173,209

たな卸資産の増減額（△は増加） 153,092

仕入債務の増減額（△は減少） △183,498

その他 7,040

小計 327,744

利息及び配当金の受取額 2,835

利息の支払額 △1,016

法人税等の支払額 △25,128

営業活動によるキャッシュ・フロー 304,435

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,132

無形固定資産の取得による支出 △3,504

その他 △818

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,454

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △170,000

配当金の支払額 △62,730

財務活動によるキャッシュ・フロー △232,730

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 57,250

現金及び現金同等物の期首残高 433,229

現金及び現金同等物の四半期末残高 490,479
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(訂正前) 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．事業区分 

 
  

(訂正後) 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．事業区分 

 
  

  

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

情報システム 人材派遣
計

消去又は
連 結

関 連 事 業 事  業 全  社

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

  売 上 高

 (1) 外部顧客に対する売上高 4,076,194 927,104 5,003,299 ― 5,003,299

 (2) セグメント間の内部売上高 
   又は振替高

3,034 29,768 32,802 ( 32,802) ―

計 4,079,229 956,872 5,036,101 ( 32,802) 5,003,299

  営業利益又は営業損失(△) 136,839 △ 1,416 135,423 ― 135,423

 情報システム関連事業 ソリューションプロバイダー事業、コンピュータ用品販売事業 等

 人材派遣事業  労働者派遣事業、有料職業紹介事業 等

情報システム 人材派遣
計

消去又は
連 結

関 連 事 業 事  業 全  社

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

  売 上 高

 (1) 外部顧客に対する売上高 4,076,194 927,104 5,003,299 ― 5,003,299

 (2) セグメント間の内部売上高 
   又は振替高

3,034 29,768 32,802 ( 32,802) ―

計 4,079,229 956,872 5,036,101 ( 32,802) 5,003,299

  営業利益又は営業損失(△) 135,339 △ 1,416 133,923 ― 133,923

 情報システム関連事業 ソリューションプロバイダー事業、コンピュータ用品販売事業 等

 人材派遣事業  労働者派遣事業、有料職業紹介事業 等
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